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実践６ 

 

自他を認め合う雰囲気のある学級づくりを目指したグループ・アプローチの実践 

～ホームルーム活動，総合的な学習の時間を活用した実践例～ 

 

１ 学級集団の状況（高等学校２年生 男子８人、女子 14人） 
 本校では、２年次より教育課程が文系と理系に分かれ、さらに文系がⅠ・Ⅱ類型に分かれている。

文系のⅠ類型は、主に短大や専門学校への進学や就職を希望する生徒が集まり、文系のⅡ類型は４年

制大学への進学を目指す生徒が集まっている。本学級は、文系Ⅰ類型の学級であるが、まだ生徒の多

くは、卒業後の進路希望が定まらず、学校生活の目標を模索しているのが現状である。多彩な個性を

もつ生徒が集まり、集団としても大きな可能性を秘めていると感じられるが、４月当初から遅刻・欠

席が多く、まず基本的な生活習慣の確立し、学習意欲を喚起させて、集団としての成長を促すことが

学級経営上の大きな課題であった。 

 ４月当初の学級の雰囲気は、男子は８人と人数が極端に少ないこともあって特にグループに分かれ

ることもなかったが、女子は、明るく外向的で時に騒がしく、授業態度や頭髪・服装等で教員からよ

く注意を受ける生徒が集まったグループと、おとなしくて人付き合いがあまり得意ではなく、集団の

中で孤立しやすい生徒たちとの間でなかなか交流がないのが気になっていた。 

５月初めに実施した「Ｑ-Ｕ」では、学級生活満足群 19％、非承認群 43％、侵害行為認知群 14％、

学級生活不満足群 24％であり、承認得点が低い非承認群と学校生活不満足群が合わせて 67％（全国平

均 62％）となっていた。他の学級満足群と侵害行為認知群でも承認得点が低いところに分布が多く、

学級の中で自分が認められているという実感をもつ生徒が少ないと思われた。また、学級集団全体の

分布は、「凝集性のない拡散型」にあたり、「生徒それぞれの学級に対する感情が違っている」状態に

あると考えられた（河村、2000）。これは、前述のように、女子の異質なグループが交流しにくく、お

互いが相手をなかなか理解しがたいと考えているところからくるように思われた。そこで、居心地の

よい温かな学級集団を育成するためには、まず、学級の中に自他の違いを認め合う雰囲気を作る必要

があり、そのためには生徒一人一人が他者と交流する中で自分が認められていると実感できる場面を

積極的に提供したいと考え、その有効な手段としてグループ・アプローチを実施することにした。グ

ループ・アプローチには様々な領域があり、学級集団の成長段階にマッチした実践をその中から組み

立てていく必要がある。そこで１学期は、まず自己理解と他者受容をねらいとした実習を中心に実施

して、生徒の学級での承認感を育成することを目標にした。 

 また、本研究では、「Ｑ-Ｕ」で要支援群の属している生徒Ａ男と学校生活不満足群に属している生

徒Ｂ子に特に注目した。生徒Ａ男は、穏やかな優しい性格で規範意識も高く、１年生の頃から学級の

室長を務めてきた。部活動は柔道部に属し、少ない部員数の中で毎日熱心に練習に励んでいる。しか

し、その人のよさからなかなか自分が嫌なことを断ることができず、いわゆる「パシリ」として使わ

れているのではないかという場面がよく見受けられた。また、粗暴な男子の暴力まがいの悪ふざけの

対象になりやすく、いじめへの発展が心配された。その心配については、昨年度も筆者を含めて複数

の教員が本人と話をしたが、本人は仲間とのそのような関係性が自分の持ち味であるということと、

部活動で屈強な肉体を保っているので心配はいらないということを繰り返していた。２年生になって

からも、他の男子生徒の「お前がやれよ」の声で自ら立候補して室長になったが、「お前がやれ」と指

示したインフォーマル・リーダー（陰のリーダー）の男子生徒の意向を気遣いながら、行動している
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感がある。 

 生徒Ｂ子は、無口で人見知りをするところがあり、初対面の人と打ち解けるには時間のかかる生徒

である。その反面、好きなことには粘り強く取り組む根気強さがあり、本校では練習の厳しいバスケ

ット部でよくがんばってきた。バスケット部で親しい友人の多くは、進級に際して文系Ⅱ類型を選択

したために、本学級には全く友人がおらず、始業式からぽつんと一人でいることが多かった。また、

本人は落ち着いて静かに授業に取り組みたいと思っている様子で、本学級の他の陽気でにぎやかな女

子生徒とは距離をおこうとしているようであった。学校生活に前向きであろうとしているこの二人の

生徒が、学級の中でしっかりと認められていないと感じていることは、実に残念であり、本実践を通

して、このような生徒が承認感を実感できるような学級集団を育てていきたいと考えた。 

 

２ 実施した場面と時期 

月 主な行事 活動の場面 ねらい 内  容 

４ 始業式 

面接週間 

遠足 

１ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動 

２総合的な 

学習の時間 

自他理解

傾聴訓練

「ファーストインプレッション」（本文参照） 

「匠の里」 

 情報カードを用いたラボラトリー体験学習による問題解決

型実習を実施して、コミュニケーションの基本である「聞

く」こと「話す」ことについて考える。 

５ 中間考査 ３ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動 

 

 

４総合的な 

学習の時間 

自己理解

 

 

他者受容

「エゴグラム」 

 エゴグラムを作成することで、現在の自分について理解を

深める。 

「あなたが今頑張っていること」（本文参照） 

 

６ 学校祭ク

ラス企画

の決定 

５ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動 

 

 

 

６ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動 

合意形成

 

 

 

自己主張

「クルーザー」 

 ラボラトリー体験学習によるコンセンサス実習を通して、

学校祭に向けてグループの中で合意形成をするための話し

合いを体験する。 

「ブレーンストーミング」 

文化祭の学級企画でやりたいことのアイディアを、自由に

発言する活動を通して、お互いを認め合う学級の雰囲気を

つくる。 

７ 期末考査 

 

クラスマ

ッチ 

 

終業式 

７ﾎｰﾑﾙｰﾑ活動 

 

 

 

８総合的な 

 学習の時間 

自他理解

 

 

 

自己表現

他者受容

「これが自分だ」 

 自分の長所・短所を整理する自己発見シートを、自他の視

点から記入することで、ありのままの自分を受容すること

と、他者のよさを認める姿勢を養う。 

「10 年後へのタイムマシン」（本文参照） 

 

３ 実践 

(1) 活動１ 「ファーストインプレッション」 
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  ア ねらい 

・ 学級開きの緊張を和らげ、お互いを知るきっかけをつくる。 

・ 他者から肯定的なメッセージを受け取る心地良さを体験することで、学級の仲間と交流す

ることへの期待感を育む。 

  イ 活動の内容 

・ 自己紹介をすることを予告し、「ファーストインプレッション」のワークシート A を配布する。 

・ ワークシートは、15 個の肯定的な性格や様子を表す言葉が書いてあり、お互いをよりよく知ると

いうことはお互いのよさを認め合うことであることを説明する。 

・ 「現在」の欄に、現在の自分に当てはまるものを、「希望」の欄に、これから自分が身に付けたい

と思うものを、いくつでもいいから○を付けさせ、自己を肯定的に見つめるきっかけにする。また、

この作業により 15 個の項目の内容を理解させる。 

・ 学級の生徒全員の名前と前述の 15 個の項目を書いたワークシートＢを配布し、生徒に名簿の順に

一人ずつ自己紹介をさせる。自己紹介を聞いている生徒は、その第一印象として当てはまる項目を３

つ選び、○を付ける。この作業を全員分繰り返す。 

・ 全員の自己紹介が終ったら、ワークシートＡの「今回のワークで気が付いたこと・感じたこと」を

記入させ、ワークシートＡ・Ｂを回収する。 

・ 担任がワークシートＢを学級全員分集計し、個人の結果をワークシートＡの「他人」の欄に記入し

て、それぞれの生徒へ返却する。 

 

ウ 参加者の様子と課題 

 「自己紹介をする」という話には、最初は「中学校みたいでうざい」「別にいいわ」という声が一部

の女子から上がった。そこで、筆者が「私は、この学級がみんなに   資料１ ワークシートＡ 

とって温かいホームであってほしいと思っている。私自身、時には

みんなに厳しく注意しなくてはいけないこともあるし、大変だなあ

と思うこともあるけど、やっぱり毎日こうやってみんなと話をする

のが楽しい。この学級の担任になってよかったという気持ちで毎日

が充実している」とできるだけ率直な自己開示を心掛けて自己紹介

をしてからワークシートＡ（資料１）を配布すると、興味をもち始

めたようで全員が記入をした。机間指導をして記入状況を見てみる

と、「現在」の自分に当てはまるものの記入が予想以上に少なく、○

がついているのが 15 項目の半分以下である生徒がほとんどであり、

全体に自己肯定感の低さが感じられた。その一方で「希望」の欄へ

の○印の記入が多く、自己成長への期待感が感じられた。ワークシ

ートＢを配布し、それぞれの自己紹介から受けた第一印象の項目を

集計し、その結果を本人に返却することを告げると、「えー、マジ」

「やばいじゃん」と言いながらも、全員が自分から名簿順に立って

自己紹介をした。名前しか言えない生徒も何人かいたが、他の生徒

はワークシートＢを記入しながら落ち着いて聞いていた。 

その後、筆者がワークシートＢを集計し、次のホームルーム活動

 項目 現在 希望 他人

明るい       

リーダーシップ       

プラス思考       

正義感が強い       

積極的な       

さわやかな       

無邪気な       

落ち着いている       

ユーモアがある       

優しい       

親切な       

思いやリがある       

正直な       

まじめな       

礼儀正しい       
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の時間（以下「ＬＴ」という）で返却した。全員の生徒が、自分が「現在」の欄で○を付けた項目よ

りもたくさんの項目に他の生徒の票が入っており、「へー、『さわやかな』に４票も入ってる。私って

さわやかだって！」と「うそー、『まじめな』に票がある」とか教室がにぎやかになった。明るく外向

的な女子のグループは、お互いの結果を見せ合い、おとなしく無口な生徒は自分のワークシート A を

見入っているという学級の様子に、ダイナミックな交流があるというわけではないが、学級で同じも

のを共有している温かさが感じられた。 

 以下は、ワークシートＡの「今回のワークで気が付いたこと・感じたこと」の生徒の記述である。 

・自分の性格ってビミョー          ・第一印象を選ぶのはむずかしい 

・今まで名前も分らんかったケド、名前が分った 

・はやくみんなと仲良くなりたい       ・仲良くなれそうで、ちょっと安心 

・まだしゃべったことのない子がけっこういる ・これからヨロシク 

・もっと落ち着いたひとになりたい      ・まだよく分からーん 

 

今回の実習では、生徒は予想以上に自己評価が低く、それだけに他者からの肯定的な評価を求めて

いるということを感じた。学級集団の相互の交流を促していくためには、まず生徒一人一人の自己肯

定感を高めるとともに、他者から攻撃されない、否定されないという安心感を与える場をこちらから

提供していく必要があるだろう。そのような点では、今回のような肯定的な視点から自他を評価する

実習は、学級開きのアイスブレーキングとして効果があったと思われる。ただ、ワークシートＢを回

収・集計して生徒に返却するまでに時間がかかるため、やや間延びした印象になってしまう点が今後

の課題である。また、今回は、次のＬＴの時間にワークシートＢを返却した後で、その結果について

の感想や気付きを生徒に問う機会を設定できなかった。他者からの肯定的な評価を受けてどういうこ

とを感じたかをさらに生徒に投げかけることができれば、もっと今回の体験を深めることができたと

思われる。 

＜生徒Ｂ子＞ 

今回の実習で、生徒Ｂ子は「現在」の自己評価の欄に○を付ける数が極端に少なかった。○が付い

た項目は「落ち着いている」「まじめな」などであり、「希望」の欄に○が付いたのが、「プラス思考」

「積極的な」「ユーモアがある」などであった。本人は、個人面接の時にも「なかなか自分から他人に

打ち解けることができない」「人から暗い印象で見られているのではないかと思う」と話しており、本

人がもっと積極的に人とかかわりたいと思っていることがうかがわれた。ワークシートＢの本人の集

計結果では、15 項目中 12 項目に他の生徒の票が入っていた。また、本人がこれから身に付けたいと

「希望」の欄に○をつけた項目にはすべて他の生徒の票が入っており、本人も驚いたようである。少

しはにかんだような表情で、うれしそうに後ろの座席の生徒に自分のワークシートを見せていたのが

印象的であった。 

(2) 活動４ 「あなたが今がんばっていること」 

 

ア ねらい 

・ 将来の適切な進路選択に向けて、今自分がやれていることをさがす。 

・ お互いの努力を認め合うことで、学級の中での温かな人間関係づくりを促進させる。 
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イ 活動の内容 

・ 進路意識を高めようと作成されたシート（資料２）に、普段の学校生活・家庭生活の中で自分が熱中 

しているもの、今がんばっているものを書き込む。 

・ グループ内で、それぞれのメンバーについて相手のがんばっているところ、すぐれていると思うとこ 

ろをシートに書き込む。（資料２） 

・ シェアリングをして、気が付いたことをシートに書き込む。（資料２） 

  

 資料２ ワークシート 

この学年では、総合的な学習の時間のテーマを「進路学習」と「修学旅行を踏まえた平和学習」に

設定し、１学期を「自分の生き方在り方から考える進路学習」の時期と位置付けている。５月の総合

的な学習の時間では、「やりがいを見付けよう」というテーマで進路学習を実施した。総合的な学習の

時間は、生徒にも授業としてとらえられているので、ＬＴの時よりも落ち着いた様子で取り組んでい

た。また、本校では総合的な学習の時間は、担任と副担任によるチームティーチングをとっており、

副担任の協力を得てよりきめこまかく生徒に対応することができた。 

シートの１については、なかなか思い付くものがなく、記入をあきらめようとする生徒が多いため、

シートの２を中心に「最近遅刻が減っているよね。あなたなりに朝早く起きようとがんばっているん

じゃない？」とか「○○の教科の先生が、最近一生懸命ノートをとっているとほめていらっしゃった

よ」と個々に声をかけて机間巡視をすると、「そうでしょ、これでも結構がんばっているんだよ」と笑

顔を見せてシートの記入を始める生徒が増えた。シートの３については、普段の学校生活でお互いを

よく知っているグループで取り組んだ方がよいと考え、特にこちらからグルーピングを指示せず、生

徒の自主性にまかせた。予想通り男子は特にグループに分かれるというよりは、席の近い者でくっつ

き、女子は明るくにぎやかなグループと、無口でおとなしい生徒の小グループにはっきりと分かれた。

生徒Ｂ子は、残念ながらこの日は欠席であった。それぞれのグループは、冗談を言い合いながらも、

お互いの「がんばっていると感じているところ」を伝え合うことができた。シートの４の記述を見て

も、仲間から認められているという実感を味わった生徒も多かったと思う。以下はシートの４「３で、

あなたががんばっていること～「やりがいを見付けよう」～ 

 １ 今、「これだけは、誰にも負けたくない！」って思えるものがありますか？ 

   私は、                  だけは、誰にも負けたくない。 

２ 今、「これなら、がんばれる」「これは前よりがんばっている」って感じるものがありますか？ 

   私は、                  は、けっこうがんばっている。 

３ ３～４人のグループをつくってください。そのメンバーについて「ここがすごい！」「ここは前よりがん

ばっているなあ」とあなたが感じるところを見つけて、下の表にまとめ、お互いに伝え合いましょう。

メンバーの氏名 ① ② ③ ④ 

ここがすごい！ 

ここは前より 

がんばっている 

    

 ４ ３で、他の人から自分の「すごいところ」「がんばっているところ」を聞いて、どんなことを感じました

か？ 

または、どんなことに気が付きましたか？ 
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他の人から自分の『すごいところ』『がんばっているところ』を聞いて、どんなことを感じましたか？

または、どんなことに気が付きましたか？」についての生徒の記述である。 

〔生徒の感想〕 

・うれしいです    ・人よりよくしゃべる   ・けっこうがんばっている 

・自分ではそれほどがんばっているとは思わなかったケド、なにげに毎日ちゃんと学校に来てた  

・見ててくれてる   ・ありがとー 

記述は少ないが、自分の気持ちを文章で表現することが苦手な生徒が多い本学級において、このよ

うに感想を言葉にできたということは、生徒がこのエクササイズに興味をもった証であると考えてい

る。 

ただ、普段から静かで、外向的なさわがしい女子のグループとは全く関わろうとしない生徒Ｃ子が

最後までどこのグループに入らなかった。Ｃ子は、Ｑ-Ｕでも学校生活不満足群に属していた生徒で、

学級の中で特に親しい友人がいないことが気にかかっていた。筆者が「じゃあ、私とやろうか」と声

をかけて、筆者から見た C の現在のがんばっているところを「ルールを守って、自分の判断で落ち着

いた行動をしようとしている」「周りに流されることなく、授業を一生懸命聴いている」と伝えたとこ

ろ、「うん、やっぱ授業はちゃんと聞かないといかんと思う。うちら高校生なんだし」とはっきりと話

した。その後、シートを回収すると、Ｃ子のシートの３のメンバーの欄には筆者の名前が書いてあり、

「ここがすごい！」の欄に「いいことはいい、悪いことは悪いって言ったりするし、でも、もしイヤ

なことがあってもケンカ口調にならなくて態度にも出さないところがすごいと思う。大人だなーって

思う。これからいろんなケイケンをして、27 歳くらいにはそうゆう人になりたい」と書いてあった。

この頃、さわがしい女子グループの授業態度の悪さや服装などが問題になることが多く、筆者はその

対応に追われていた。時には厳しく注意をしなくてはいけないも場面もあり、険悪な雰囲気になって

落ち込むこともあった。しかし、このＣ子の言葉の中に、学級が安心して学習できる場となるような

ルールを担任が毅然とした態度で確立してほしいというメッセージを改めて感じ、一番授業規律を乱

していると思われる女子生徒と保護者を交えてじっくり話をする機会をつくった。その結果、その生

徒とまわりのグループの授業態度はかなり改善され、学級は落ち着きを取り戻したように感じる。    

今回の C 子の場合のように、一見グループ活動に参加しないように見えても、実は学級のことを自

分なりに考えている生徒がいる。また、グループワークのシートの記述には、普段の学級活動ではあ

まり言語化されないような生徒の本音が表現されることがあるので、今後も注意深くそうした記述を

見守るとともに、一つ一つのフィードバックを心掛けていきたいと感じた。 

この実習では、他者を認めるというねらいはある程度達成できたように思われるが、それが具体的

な進路意識の高揚につながったかという点には、疑問が残る。進路学習としては、更にシートの項目

の工夫が必要だと思われる。   

＜生徒Ｂ男の様子＞ 

 この実習では、Ｂ男は、彼が普段から気を遣っているインフォーマル・リーダーの生徒Ｄ男を含む 

４名のグループに属していた。そこには、学級生活不満足群に入っていた生徒Ｅ男もいた。Ｅ男は、 

別の高等学校を中退した後、本校に入学した生徒で、他の生徒より２歳年上であった。本人は、高校 

中退後、アルバイトとして働き始めた時に高卒の資格の重要性に気が付いたと筆者と話しており、進 

路意識も高くリーダーシップがとれる生徒だと感じていた。しかし、自分が年上であるという意識か 

ら、他の生徒とは距離を置いており、それがＱ-Ｕの結果にも反映されていると思われた。このＥ男 
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に対しては、Ｄ男も遠慮がある様子であった。Ｅ男は、シートの３で、Ｂ男について「絶対怒らない 

ところがすごい」「部活動で毎日筋トレをがんばっている」と書き、それを伝え合う時に「Ｂ男は、室 

長でよくがんばっていると思うよ。俺だったらそんなふうにやられたら怒るぞと思うときでも怒らん 

とこはすごい。やっぱ、部活動で体鍛えてるから、強いんだよな」と話した。Ｂ男は、「へへ」と照れ 

ながらもうれしそうであった。Ｄ男の前で、自分が学級のフォーマル・リーダーであるとＥ男から認 

められたということは、Ｂ男にとっては、大きな自信につながると思われた。 

 

(3) 活動８ 「10 年後へのタイムマシン」 

ア ねらい 

・ 自分の未来をできるだけ具体的にイメージすることで、人生設計について考える。 

・ 将来のこと考える作業をお互いに共有することで、自他理解を深める。 

イ 内容 

・ ３～４人のグループになり、タイムマシンシート（資料３）を配布する。 

・ タイムマシンに乗って 10 年後の今日・同じ時間の自分に会いに行ったという場面を想定して、自分の 

10 年後の様子を具体的にイメージして、シートにその内容を記入させる。 

・ グループの中でそれぞれが書いた内容を発表する。 

・ 各自で振り返り用紙を記入して、気が付いたこと・感じたことをまとめる。 

 

 資料３ タイムマシンシート 

ウ 参加者の様子と課題 

 「タイムマシン」という設定が、高校生にうまく受け入れられるか不安があったが、解決志向ブリ 

ーフセラピーで用いられるタイムマシン・クエスチョン（黒沢、2002）を参考にして、黒板をテレビ

の画面に想定し、「ここに 10 年後の自分が映し出されていると考えみて。どんな格好している？どん

な髪型？いる場所は屋内？それとも外？」とより具体的で視覚的な質問を重ねていくと、生徒は興味

をもって、「やっぱ、もう黒髪でしょ」「スーツ着てる」「絶対専業主婦」などと反応した。質問③の「そ

こであなたは何をしていますか？」には、「デザインの仕事をしている」「家で子供の世話をしている」

「保育士になっている」「美容関係の仕事について、エステをやっている」といったものもあったが、

多くが「仕事場で働いている」「会社で働いている」という答えで、まだ職業の内容の具体性には欠け 

ていた。今後、2 学期にはさらに様々な職種についての学習が必要であると考えられる。 

質問④「10 年後のあなたが、今のあなたに向かって一言何かを言いました。何と言ったのでしょ 

う？」の生徒の記述は、以下のようであった。 

 

 

   あなたは、タイムマシンに乗って 10 年後の今日・同じ時間の自分に会いにきました。 

 質問① あなたはどこにいますか？ 

 質問② あなたのそばには誰がいますか？ 

 質問③ そこであなたは何をしていますか？ 

 質問④ 10 年後のあなたが、今のあなたに向かって一言何かを言いました。何と言ったのでしょう。 

 質問⑤ タイムマシンで再び現在にもどってきました。10 年後に向けて、あなたはこの夏休みにやりたいことは何

ですか？ 
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〔生徒の記述〕 

・がんばれ！  ・がんばれよ ・あの時、もう少しちゃんとやってればいいなあ。 

・未来の自分を目指してがんばれ ・マジいろんなコトがまんしてきてえらかったね 

・あー、でら面倒くさかったけど、まあ高校にいってよかったかな。  

・高校はちゃんと出とけ    ・いろんなことをふくめてしっかり勉強しとけ！ 

・まあ、今はこんな感じ 

 まだまだ深みには欠けるが、未来を志向する視点から「現在」を見つめ直すというきっかけを与え

る効果はあったと感じる。また、グループの中でお互いの話を聞くという活動は、グルーピングを生

徒の自主性に任せて、相手の話を否定したり、ばかにしたりしないというルールを設けたため、比較

的穏やかな様子で実施することができた。しかし、その反面、グループの固定化は避けられなかった。

新たな交流を促す工夫が今後の課題である。 

 以下は、振り返り用紙の結果である。 

① あなたは、今日の授業にどのように取り組みましたか？ 

  １ とても前向きに取り組んだ     4 名  26.7％  ＜理由＞ 楽しかったから     

２ まあまあ前向きに取り組んだ    8 名  53.3％  ＜理由＞ 一生懸命書けたから 

３ あまり前向きに取り組めなかった  2 名  13.3％ 

４ 全く前向きに取り組めなかった   1 名   6.7％ 

② あなたは、今日の授業で自分のこれからの目標について考えることができましたか？ 

１ とても前向きに考えた       1 名   6.7％ 

２ まあまあ前向きに考えた      9 名  60.0％ 

         ＜理由＞ ・将来の目標を考えてみた ・なんとなく 

３ あまり前向きに考えられなかった  2 名  13.3％ 

         ＜理由＞ 今、自分が何になりたいかわからん 

４ 全く前向きに考えられなかった   3 名  20.0％ 

         ＜理由＞ まだはっきり決まっていないから 

③ あなたは、他のメンバーの話を聞くことができましたか？ 

１ とてもよく聞けた         3 名  20.0％ 

         ＜理由＞ ・おもしろかった  ・よく話してくれた 

  ２ まあまあ聞けた          8 名  53.3％  ＜理由＞ いっぱい話したから 

  ３ あまり聞けなかった        2 名  13.3％ 

  ４ 全く聞けなかった         2 名  13.3％ 

④ 今日の授業で、考えたこと・気が付いたことは何ですか？  

・特になし  ・人生って長いと思う  ・やっぱ私には友達がいる   ・今後のこと 

・デザイン系の方に進みたいと思う。専門学校か大学かで迷っている   

  ・いろいろためになった ・あとで後悔しないようにしたい 

＜生徒Ｂ子＞ 

 今回の実習では、生徒Ｂ子の少し思いつめた様子が気になった。振り返り用紙の④には、「デザイン

系の方に進みたいと思う。専門学校か大学かで迷っている」と書いてあった。Ｂ子が自分からこのよ

うなメッセージを書いてくるのはめずらしく、少し驚いた。最近、Ｂ子は学級の中であまり多弁では

ないが、学校生活に前向きな女子生徒 2 名と一緒にいることが多くなり、今回の実習もその生徒たち
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とグループをつくっていた。その二人の生徒は保育士になりたいという共通の目標があり、その話を

聞いてまだはっきりとした進路目標のないＢ子は、焦ったようである。しかし、今まであまり学級で

他の生徒との交流のなかったＢ子が、そのような気持ちを感じたことは、彼女にとってプラスの変化

であるように思われた。その後、保護者会での話し合いもあり、Ｂ子を呼んで話を聞き、デザイン系

の進路資料を渡してこれからＢ子にとって一番自分を生かせる進路を一緒に考えていくことを提案し

たところ、晴れやかな表情になったのが印象的であった。 

 

４ 効果・課題 

 本研究では、本学級を居心地が良いと感じられる集団にするために、まず 1 学期においては、生徒

の自己肯定感を高め、お互いを認め合う場を作ることを目標にした。そのための具体的な方法として、

自己理解や他者受容を促進する内容を中心にしたグループ・アプローチをＬＴや総合的な学習の時間

に取り入れることが有効であると考え、いくつかの実践を行ってきた。 

 4 月の出会いのワークである「ファーストインプレッション」では、肯定的に自他を見る視点を提

供して、相互の交流への期待感を養った。その後、主にＬＴでは、「エゴグラム」や「これが自分だ」

などの自己理解を深める実習と、「匠の里」や「クルーザー」といったコミュニケーション・スキルを

高めるラボラトリー体験学習を実施した。また、総合的な学習の時間の「自己の在り方生き方から考

える進路学習」では、SGE の「あなたが今がんばっていること」で感情交流による他者受容を、「10

年後のタイムマシン」では未来を志向することで自己受容を促進しようとしてきた。 

(1) 学級の変化 

 以上の取組みから、1 学期における学級の変化をＱ-Ｕの結果から見ると、以下のようになる。 

表１ 学級の変化 

 学級生活満足群 侵害行為認知群 非承認群 学級生活不満群 

1 回目（5.10） 4 人（19％） 3 人（14％） 9 人（43％） ５人（24％） 

2 回目（7.16） 4 人（18％） 5 人（23％） 7 人（32％） 6 人（27％） 

                    ＊1 回目 計 21 名 2 回目 計 22 名に実施 

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図１ Ｑ-Ｕ５月実施             図２ Ｑ-Ｕ７月実施 

学級全体には、この 2 ヶ月でまだ大きな変化があったとは感じられないが、１回目と２回目の得点
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の学級全体の平均値を見ると、１回目 24.6 点→２回目 27.6 点と上昇しており、学級の中で認められ

ているという実感は向上したのではないかと思われる。 

 その点から、Ｑ-Ｕの学級生活意欲総合点の変化をその下位得点の変化を見てみると、次の表になる。 

 

 

 

 

 

 

総合得点が上がっているとともに、学級との関係・教師との関係が上昇している。その要因には様々

な点が考えられると思われるが、本研究のグループ・アプローチの実践を通して、普段の授業場面と

は違った学級の仲間・担任との交流を体験したこともその一つと感じられる。本校では、教科の授業

は習熟度別の少人数授業がほとんどで、移動教室も多く、普段の授業場面では、なかなか学級への所

属意識が感じられにくい。今回のように、ＬＴや総合的な学習の時間で、学級全員が参加できる場を

共有することができたのは、貴重な体験であった。７月に入ってからのクラスマッチ（球技大会）で

は、それまでほとんど交流のなかった女子のグループが別のチームをつくっていたが、欠席者が出て

メンバーが足りなくなると、お互いにメンバーを補充し合って、何とか試合を成立させた。少しずつ

ではあるが、異質な女子のグループの間でも、お互いを認め合う気持ちが育ってきていると感じてい

る。 

以上の点から、今回のグループ・アプローチの実践は、学級における生徒間の交流を促し、自己承

認感を高める効果をあげたと考えている。 

(2) 抽出生徒の変容 

 ア 生徒Ａ男 

Ａ男は、Ｑ-Ｕの結果では、要支援群から侵害行為認知群へ移動した。特に、承認得点が 18 点から

35 点へと大幅に上昇し、被侵害得点も 38 点から 33 点へと減少した。承認得点の下位項目を見ると、

「私はクラスの中で存在感があると思う」「私は学校・クラスでみんなに注目されるような経験をした

ことがある」などの項目で前回よりも点数を大幅に上げており、Ａ男が、フォーマルリーダー（室長）

として自信をもち始めてきていることがうかがえる。その要因には、学校生活での様々な本人の努力

が大きいと思われるが、今回の実践で、Ａ男が「室長としてがんばっていると思うよ」と他の生徒か

らきちんと言葉で認められたことも、A 男の自信につながっていると感じられた。Ａ男のように、規

範意識も高く特に問題がないと思える生徒こそ、しっかりと言葉で認められる場面が必要であると改

めて実感した。とはいえ、被侵害得点の高い生徒であるので、今後もいじめへの配慮も含めて注意深

く見守っていきたい。 

イ 生徒Ｂ子 

Ｂ子は、１・２回ともに学校生活不満足群に属しており、まだ学級で居心地のよさを感じるにはい

たっていないと思われる。しかし、承認得点は 17 点から 23 点へ上昇しており、少しずつではあるが、

学級の中で自分が認められている場面を見付けているのではないかと感じる。前述のクラスマッチで

は、にぎやかで騒がしい女子グループのチームの欠席者の代わりにＢ子がバレーボールの試合に出場

し、サーブ得点を大量にあげて、グループの中心メンバーからさかんに賛辞の言葉を浴びていた。Ｂ

子は、普段ほとんど話をすることのないその女子生徒から親しくほめられるということにやや緊張し

表２ 学校生活意欲総合点の平均値の変化 

  友人との関係 学習意欲 教師との関係 学級との関係 進路意識 計 

１回目 15.9 10.1 11.0 11.5 12.0 57.7 

２回目 15.0 9.8 11.3 12.0 10.8 59.0 
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た様子であったが、試合が進むにつれて、表情が和らぎ、他のメンバーと一緒になって得点をあげた

ことに喜びを表現していた。今後もこのような場面を、グループ・アプローチを通して学級の中でつ

くりだしていくことで、Ｂ子の承認感も高まっていくのではないかと感じている。 

(3) 今後の課題 

 以上のように、今回の実践は、学級全体または個々の生徒についてそれぞれ学級での承認感を高め

る効果があったと思われるが、今後の課題としては、異質なグループ間の交流をさらに促進するため

の工夫や、承認感だけでなく学級での役割意識や達成感を味わうことのできる実習の工夫などがあげ

られる。例えば、グルーピングについて、本実践では現在の学級の状態から、まず他者との交流の意

欲を喚起することが先決であると考え、生徒の自主性にまかせて普段話しやすい者同志が集まるよう

に仕向けたが、今後はこちらから積極的に介入を働き掛けて、新たな出会いが生まれるようなグルー

プづくりを心掛けていきたいと考えている。 

 グループ・アプローチは、グループの成長を考えたさまざまな活動を行う。その中で、生徒が短所・

欠点はありながらも自分にはこんなよいところがあるのだという肯定的な自己理解をするようになり、

他者のことを理解し、他者との関係を考え、人間関係を形成していくことになる。このような自己理

解・他者理解・交流の促進は、よりよい学級集団の形成ひとつに意味をもつものではないと思われる。

グループ・アプローチのもたらす成果を、今後どのような活動（指導・援助）に結び付けていけるか

を今後の課題として考えたい。たとえば、進路指導（キャリア・ガイダンス）進路相談（キャリア・

カウンセリング）を進める上でも、生徒本人の自己理解・他者理解は大変重要である。それをふまえ

た生徒の人間関係作りの在り方、集団（社会という集団を含んだ）の理解という視点が必要である。

就職か進学かとか、どのような学校に行くかとかいう問題の前に、そのような視点から生徒が社会に

どのような形でどのように参加していくことを共に考えられたらと思う。 
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